
理学療法学科

　【基礎分野】

前期 後期 前期 後期 前期 後期

　【専門基礎分野】

前期 後期 前期 後期 前期 後期

　【専門分野】

前期 後期 前期 後期 前期 後期

■　学習・教育目標　■

３年間の学習臨床実習で必要な文章能力やプレゼンテーション能力を養成し、チーム医療を行う上で重要なコミュニケーション能力、およびホスピタリティーの精神を向上させるための科目を学

びます。また、単なる一般教養としてではなく、医療・福祉の分野やリハビリテーションに携わる者に必要な基礎的知識を重点的に学習します。

科目群の学習・教育目標
第1学年 第2学年 第3学年

人文科学

人の心を理解し、よりよい

関係性をつくっていくため

に必要な基本的知識を学び

ます

心理学

カウンセリング論

日本語表現法

保健体育
運動を通して体力を高めま

す。
保健体育1 保健体育2

外国語
言語や文化について体験的

に理解を深めます。
外国語

人間関係論

社会科学
人間の社会の様々な面を科

学的に学びます。
文化人類学

自然科学

身体の様々な働らき方の機

序を学びます。また研究の

基礎を学びます。

生物学

物理学

統計学

ホスピタリティ論3

■　学習・教育目標　■

医学の基礎となる体の構造や働きについては「解剖学」や「生理学」でしっかり学習します。また、リハビリテーションのもととなる病気やけが・痛みなどについても「疼痛の生理」や「内科

学」など、様々な専門科目から幅広い知識を学びます。

科目群の学習・教育目標
第1学年 第2学年 第3学年

社会の理解

キャリアデザインや医療従

事者に必要なホスピタリ

ティマインドを学びます。

キャリアデザイン

基礎セミナー

ホスピタリティ論1 ホスピタリティ論2

解剖学実習
解剖生理学5(内臓諸器官)

疼痛生理学

人間発達学

運動学1
運動学演習

運動学2

人体の構造と機能

及び心身の発達

心身の構造と機能を系統

的に学習し、それぞれの

各実習を通して理解を深

めます。

解剖生理学総論
運動生理学

生理学実習

解剖生理学1(骨・関節靱帯)

解剖生理学2(筋) 解剖生理学演

習解剖生理学3(神経・感覚器)

解剖生理学4(呼吸・循環器)

臨床薬理学

保健医療福祉とリ

ハビリテーション

の理念

保健医療福祉とリハビリ

テーションの仕組みを体系

的に学びます。

リハビリテーション概論1 リハビリテーション概論2

社会福祉概論

健康増進論
理学療法研究法

精神医学 臨床心理学
救急救命医学

画像診断学1(中枢)

画像診断学2(整形)

リハビリテーション栄養学

疾病と傷害の成り

立ち及び回復過程

の促進

理学療法士に必要な臨床

科目の基礎的知識を学び

ます。

医学概論

病理学概論

整形外科学1 整形外科学2

神経内科学1 神経内科学2

内科学1 内科学2

■　学習・教育目標　■

対象となる病気や障害ごとに理解を深め、それぞれに適したリハビリテーション技術をより分りやすく学びます。社会のニーズが高まる「健康増進」や「介護予防」「スポーツ傷害の予防」、医

療事故防止のための「リスクマネジメント」についても、専門的な知識や技術を習得します。日進月歩する医学に対応して、常に最新のリハビリテーション技術を紹介し、学習および技術取得で

きる環境を整えています。

科目群の学習・教育目標
第1学年 第2学年 第3学年

基礎理学療法学
理学療法の理論や理学療法

研究について学びます。

理学療法学概論

総合セミナー

機能障害科学

理学療法評価学
理学療法評価を系統的に学

びます。

理学療法評価学1
理学療法評価学2

理学療法評価学演習
理学療法評価学3

臨床推論演習1

臨床運動学

病態運動学

文献研究

理学療法管理学
管理業務の基本や臨床教育

の基本について学びます。

物理療法学

臨床推論演習2

義肢学
義肢装具学演習

装具学

運動療法学
運動器疾患理学療法学

脳血管疾患理学療法学

脊髄神経疾患理学療法学

理学療法管理学

臨床実習
実践的な理学療法を系統的

に実習を通して学びます。
臨床実習1 臨床実習2 臨床実習3

リスク管理学

地域理学療法学

病院・施設以外の職域での

理学療法の役割と関わりに

ついて学びます。

生活環境学

地域理学療法学

パラスポーツ

理学療法治療学

理学療法の基礎療法から各

疾患別の理学療法を系統的

に学びます。

神経・筋疾患理学療法学

発達障害系理学療法学

内部障害系理学療法学

日常生活活動

学

スポーツ理学療法学

理学療法治療学特論

疼痛理学療法学


